
2010 年７月 26 日 

挿入式孔内傾斜計計測に関する書籍版のマニュアルが出版されました 

応用地質㈱は、土木研究所との共同研究により挿入式孔内傾斜計計測に関する書籍版の

マニュアルを作成しました。 

１．マニュアル出版の背景 

挿入式孔内傾斜計は、1975 年に故大矢相談役（当社３代目社長）が日本に導入してから

今日に至るまで、地中内部の動きを計る技術として多くの現場で使用され、当社を含む各

メーカーで計測器の改良が重ねられてきました。しかし、しばしば地盤の動きとは考えら

れない不良データが発生していたことも事実であり、今までの対処は個々の現場ごとでの

工夫あるいは観測者などの社内マニュアルに留まっていたため、それらのノウハウは広く

一般には反映されていませんでした。そのような背景の中で、計測技術の標準化が求めら

れていました。そこで、独立行政法人土木研究所と当社を含む民間３社との間で、平成 19

～21 年度に行った共同研究の成果をもとにして標準化マニュアルを取りまとめました。 

２．マニュアルのコンセプトと位置づけ 

マニュアルの作成にあたっては、多くの現場における既往データの収集に基づく不良デ

ータの原因分析を行うとともに、考えられる不良データの発生要因の全てに対して室内あ

るいは現場実験を行って問題解決に取り組み、挿入式孔内傾斜計の原理や理論の解説は最

低限に留めて、実務でそのまま役立てることができる実用書になるように配慮しました。

本マニュアルは本編と資料編からなり、本編は重要事項について要点を絞って述べた指針

としての位置づけ、資料編は本編を補足して理論や原理などの説明や詳細な作業方法を記

載した解説書の位置づけです。 

３．マニュアルの重要事項 

挿入式孔内傾斜計計測でしばしば発生する代表的な不良データとして、①ある区間がＳ

字状の曲がりを示す現象（Ｓ字状）、②不動と考えられる孔底部分から全体に倒れ込むよ

うな現象（傾倒）、③深度ごとに変位の方向が異なる現象（方向の乱れ）の形態がありま



す。ここでは詳細な説明は割愛しますが、①はパッカーを使用したガイド管の確実な設置、

②は正しい計測作業と適正な０点補正、③は①②に加えて方位計測によるガイド管のねじ

れ補正により不良データの発生を防ぐことができます。マニュアルでは、それらを重要事

項として対処法を述べています。なお、観測結果の０点補正やガイド管のねじれ補正、お

よび累積変位鳥瞰図の作成機能を有した「解析支援ソフト」はダウンロード可能です。ま

た、同サイトにパッカーを使用したガイド管設置の特記仕様書や参考価格の案も掲載され

ています。 
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